










































































































































































































































































































































植生指標 全　域 冠　頂 頭　部 中央部 舌端部
RV正 2，061
i0．764）
2，787
i0．899）
1，657
i0．725）
1，869
i0．492）
1，881
i0．374）
DVII 12．55
i6，95）
16．62
q8．04）
　7。73
i7．97）
12．63
i5．41）
12．i2
i3．84）
DVI2 48．38
i17．22）
53．36
i19，43）
33．12
i21。94）
52．86
i1L46）
49．85
i8．93）
VI 0，303
i0．195）
0，q35
i0。165）
0，169
i0．309）
0，284
i0．H3）
0，294
i0．094）
TV1 0，893
i0，108）
0，962
i0．093）
0，817
i0，170）
0，883
i0．064）
0，889
i0．054）
GVI 17．92
i6．58＞
20．76
i6．56）
11．59
i8．62）
19．42
i4．38）
18．18
i3。55）
Table　3　Compar玉son　of　vegetation　index　between
　　　　Iandslide　area　and　ordinary　area．
植生指標 地すべり地
@　No，1
地すべり地
@　No．2
非地すべり地
@　No．1
非地すべり地
@　No．2
RVI 2，375
i0．615）
2，061
i0．764）
2，880
i0．842）
2，977
i0．984）
DVIl 12．81
i5．8玉0）
12．55
i6．95）
22．86
i7。67）
22．33
i10．77）
DVI2 44．17
i13．79）
48．38
i17．22）
73．69
i18．21）
69．76
i2646）
VI 0，385
i0．129）
0，303
i0。195）
0，459
i0．122）
0，462
i0．146）
TVI 0，938
i0．073）
0，893
i0．108）
0，977
i0。065）
0，978
i0．078）
GVI 16．04
i5．59）
17．92
i6．58）
27．66
i6．91）
26．29
i10．06）
　あとがき
　本研究では，地すべり地がランドサットデータ上で
いかなる特性を持つかを調べたものである．ランドサ
ットデータを用いて地すべり地の調査を行う場合，ラ
ンドサットは解像度が粗く雲があると観測できない等
の欠点はあるものの，同時広域i生を有すること，数値
データであるため経験を必要とせず誰にでも取扱える
こと，雲がなければ16日周期で観測でき経時変化を追
えることなど長所を活かすことができる．
　本研究の結果，地すべり地のランドサットデータ特
性はある程度明らかとなった．しかし，解析に供した
ランドサットデータは秋（10月末）のデータであり，
植生状況の変化，降雨期等を考慮すれば，他の季節に
ついても解析する必要が十分にある．
　最後に，本研究については一部，長崎先端技術開発
’協議会による研究助成を受けている．ここに記して謝
意を表する次第である．
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